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〇 現在の「空港除雪の省力化・自動化に向けた実証実験検討委員会」は省力化・自動化に寄与する実証実験
を実施する上で必要となる、公募要領の検討・参加社の選定・実施内容の検討・結果の評価等を行うことを

   目的として設置されたものであり、当該委員会に関する規約についても同内容にて規定されている。

〇 空港除雪の省力化・自動化の取組が、自動化に向けた取組へフェーズ移行するにあたり、令和５年度の同
委員会において頂戴したご意見を踏まえ、省力化の推進とともに自動化の本格的な検討に対応するために、
委員会規約についても発展的に見直しを行う。

委員会規約(変更案)

○ 委員会名

空港除雪の省力化・自動化に向けた検討委員会

○ 第１条

空港除雪作業の省力化・自動化の実現を目的として、「空港除雪の省力化・自動化に向けた検討委員会」を設置する。

○ 別紙 委員名簿

大村 裕康 桜美林大学 総合研究機構 客員教授

菅沼 直樹 金沢大学 高度モビリティ研究所 教授

今年度より自動化の取組にフェーズ移行するものの、引き続き、省力化の対象範囲の拡大に伴い運用評価やフォローアップを実施

していく想定としており、「省力化」「自動化」の双方を対象とした委員会とする。

今後は「実証実験」に限定せず、より対象範囲を広げて省力化・自動化の取組を行うことを想定し、委員構成からは行政側を外す

こととする。
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